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１．はじめに
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本報告の研究目的

若手女性農業者は6次産業化を通じて、どのように「農
村性」を商品化しているのか？

職業キャリアと社会関係に焦点を当て、明らかにする。

そこから、農村性が消費されることの意味を検討する。
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出発点：「農村女性起業」のゆくえ

◼「農業女子」は「農村女性」には、なれない・ならない（連続
性はない）
：「農村女性」と「農業女子」に見られる世代間の差

• 社会関係の変化
農村女性起業にみられる集団性：地縁・血縁のグループ活動

↔Cf.農業女子：個人・ネットワーク

• 生活環境、ライフスタイルの変化
農村女性起業は「生活のなかで女性たちが身につけた生活技術による事
業化」（宮城2001）

→農村社会学における関心：むら（農村地域）のゆくえ
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「農村女性起業」のようす

◼「農村女性起業」の経営基盤
“10人前後の50歳代を中心とした女性たちが、生活改善実行グループや
農協婦人部での出会いを通じて、仲間意識を育て、農産物の食品加工と
いった「自分たちの仕事づくり」に取り組んできた”（宮城1996）

• 基本はグループ経営

• 農業経営の延長にはない

◼農家生活の延長上にあった商品シーズと経営資源
経営資源として生活の技術や原料調達で世帯と関係

• 農産物直売所では自家用野菜の販売

• 食品加工では各家庭でつくられる伝統食や保存食を商品に

• 農家民宿や体験では居住空間を利用し、生活時間を共有、実際の農家生活の様子を
体験
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「農村女性起業」における商品開発

◼商品開発の特徴
「生活技術に基づく生産を行っている場合が数多く」（宮城1994）

「農山漁村の女性ならではの生活的視点」（田部1994）

• 生活改善実行グループ活動などで習得した技術→商品開発

• 地域の仲間（集団）による加工活動→「地域の味」→地域らしさ

◼農村女性起業論

• 経営参画や社会参画が目的

• 女性がもつキャリアや思考に焦点

• その後、経営課題の議論
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「六次産業化」における商品開発

◼「地域らしさ」の喪失
• 目新しいようで、どこにいっても同じような商品
「『地域らしさ』『地域の独自性』に担保された特長ある商品・サービ
スはごく少ないようにみえる」（室屋,2018）
→消費者ニーズ＞地域シーズ
→期待される商品として生産地・生産者を演出することも可能

◼企業的なマーケティングや商品開発が増加
↔家族経営の場合には、個人が担っている
しかし、開発者個人に焦点は充てられなくなっている
→個人キャリアの活用の程度や地域社会との関係は？
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事業の基盤と商品開発の構造

農村女性起業（グループ） 農業経営体による六次産業化

地域

商品

集団

地域（集落）

商品

個人

農業経営体

女性

？

家族家族

むら・いえ・女性はつながりをもって
情報を共有していた

経営体の中心はいえであるが、起業す
る女性と地域社会との関係は不明

◼両者の構造的な違い
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「農村性」に注目する意義

◼本報告では「農村性」を商品化の対象となる「農村のイメージ」
を意味する単語として用いる
「商品化は本来のものから消費される『象徴』を切り離すプロセス」
（Wood,2011＝2018）

：6次産業化においても「農村」の象徴が商品として消費されている

◼「消費される農村」（立川2005、靏2009ほか）
農村外部の主体による消費的行動の影響

◼本報告が取り上げる主体：若手女性農業者
農村の内部から自らの消費的まなざしをもって、農村を商品化（商品・
サービスの提供）していると想定

9



２．研究方法
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分析の枠組み

主に以下の3つの項目から、課題を明らかにする

（１）6次産業化の事業と商品のありかた

：起業の経緯（着想過程と事業化、動機）、商品・サービス（コンセプト
やモチーフ）、広告媒体・販売方法

（２）ライフコース：若手就農女性の職業キャリア
：就農以前、就農時、就農後

（３）社会関係
：血縁、集落・地区、市町村より広域、インターネット上のネットワーク
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調査対象：長野県

⚫移住先として都市居住者から人気が高い

• 三つの山脈に囲まれた風景、山岳レジャー、別荘地

• 若手就農女性が移住相談会で対応

⚫地域色に富んだ食文化（伝統野菜や行事食）

保存食の技術普及→農村女性起業の経営資源

⚫総農家数全国１位（8万9769戸）

総合化事業計画認定数４位、農業女子プロジェクト登録者数4位

⚫農政における女性支援政策の展開

• 女性を農業・農村の担い手として位置づけ

• 1950年代～生活改善グループの育成

• 「NAGANO農業女子」事業：2014年開始、県独自の支援、仲間づくり

ＮＡＧＡＮＯ農業女子サイト https://www.noukatsu-nagano.net/joshi/
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対象者の選定

◼6次産業化を行う若手就農女性

県内「農業女子グループ」に加入する女性

地域 名称 設立年 人数 情報発信 活動内容

北信・
長野

NJ☆北信 2015 73 Facebook
交流（定例会、家族会）、
マルシェ、インショップ

松本 松本農業女子くらら 2016 26
Facebook
紙媒体

交流、視察、圃場見学、
研修会、マルシェ

南信州 南信州hatake*girls 2016 11 Facebook
交流（定例会）、視察、
研修会、マルシェ

諏訪 のらじょ♪の会 2017
26
＋数名

紙媒体 交流、趣味的な活動

北アルプス
Team晴耕雨食

～NAGANO 農業女子～
2017 5 -

交流、趣味的な活動、視
察

出典）各グループ会員および県普及員への聞き取りにもとづき作成（二〇一九年時点）
注）名簿を持たないグループでは、事務局もしくは代表者の了承のもと、ＳＮＳ上の登録者と、メールでの案内を要する人を数えることで、人数の把握を行った。

表１ 長野県内の広域農業女子グループ一覧
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調査対象者の概要

• 6次産業化を中心的に行う女性の年齢：40歳代以下

• 2015年以降に自ら生産関連事業を計画・開始

•それぞれ異なる生産関連事業

：食品加工、宿泊、農業体験、インターネット販売

•経営継承（親もしくは夫の親）2名、夫が新規参入者2名

※17名の女性に調査実施。そのなかから選定。
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六次産業化を行う各経営体の様子

対象者
［ ］
は年齢

農業経営体 事例女性による六次産
業化

名称
経営主の
就農方法

法人化 農業生産規模
主な農業従事

者
販売方法

主な事業内
容

起業開始
年

事例ａ
［48］

経営体
Ａ

親元就農

未 果樹2.8ha
夫の父、夫、
妻*、短期雇用

市場出荷、直
接販売（観光
農園含む）

シードルの
製造・販売

2018

事例ｂ
［37］

経営体
Ｂ

1992年
菌茸105万本/
年、果樹・野
菜1.1ha

父、母、長女*、
長男、次男、
雇用5名

系統出荷、直
接販売

宿泊施設の
運営

2020
（計画）

事例ｃ
［40］

経営体
Ｃ

新規参入

未 野菜約70a

夫、妻*、雇用
2名、
市 民 ボ ラ ン
ティア

直接販売、直
売所出荷

市民受入型
農園

2017

事例ｄ
［33］

経営体
Ｄ

未
果樹・野菜約
3ha

夫、妻*
直接販売、直
売所出荷、系
統出荷

イ ン タ ー
ネット販売

2018

出典）各事例対象者からの聞き取りにもとづき作成（二〇二〇年時点）
注）主な農業従事者の*は事例対象者を指す。

表２ 対象者及び対象者が属する農業経営体の概要
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３．若手女性農業者による
六次産業化
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（１）事業内容と商品のありかた

事例aさん:シードル製造業
◼県内農家の出身者、婚姻就農25年目で開始

１．起業の経緯（着想過程と事業化、動機）

• 2014年、近隣農家５軒でリンゴワインシードル振興会を発足。ａさんが会議などを担当。

• 2016年、町はワイン・シードル特区に。代表してドイツの国際シードル展示会を視察。仲間とイベント
を実施。独自のシードルを醸造による自家農産物の付加価値の向上と、地域の果樹生産の振興をしたいと
事業化検討。

• 2018年、醸造経験者及び営業担当者の3人で会社設立。2020年,醸造施設と

２．商品・サービス（コンセプトやモチーフ）

• コンセプト「美しい郷土に、豊かな文化を」…視察先ドイツのリンゴ産地では水代わりにシードルが飲用、
果樹産地ならではの文化に魅力。シードルが「日常のお酒」になってほしい：目標

• 価格帯を抑え、手軽に飲める小瓶サイズも展開。直売所の来客者、キャンプやバーベキューを想定。

３．広告媒体・販売方法

• 試飲できるカフェ・売店を併設。試飲スペース（カフェ）。ねらいは「歩いて飲みに行けるおしゃれな場
所」観光客と地元の人にも。特別なお土産だけではなく,日常で飲むお酒を造りたいし,販売する場所にし
たい。

• インターネットには補助金も活用。Facebookでは日常の農作業や醸造の様子を発信。
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（１）事業内容と商品のありかた

事例ｂさん：宿泊事業
◼Uターン、親元就農10年目で開始

１．起業の経緯（着想過程と事業化、動機）

• シードルに関心を持ち、ａと同じポムドリエゾン養成講座を受講

• 自社醸造はハードルが高いが、シードルを提供できるカフェ、体験と滞在が可能な宿泊施設の導入を着想

• 2019年に事業計画を金融機関の知人に相談。主体的に進めるも、コロナ禍で計画は白紙に。

２．商品・サービス（コンセプトやモチーフ）

• Ｂ＆Ｂの宿泊施設を計画。モチーフは留学・インターン先のイギリスで訪問したゲストハウス。若い人で
も気軽に農村で宿泊・滞在が可能。「開かれた感じ」

• ｂが居住する１市は農家民泊の先進地。農業体験と農家との交流がセットになっているのは若い人が「農
村に来るには敷居が高い」

• この地域の魅力をもっと知って欲しい。そのためには若い人が足を運ぶきっかけが必要。「農業とかかわ
りがない人は農業を遠い存在と感じている」ことを解消したい。

３．広告媒体・販売方法

• リンゴ生産を担当し、その延長で農園HPを作成。インターネット販売を開始。リンゴの他、委託加工の
シードルを販売。

• Instagram、Facebook。会社アカウントではなく個人アカウントが中心。「届けたい人のもとに情報が届
いている感触がある」。子育てのようすなど。 18



（１）事業内容と商品のありかた

事例cさん：市民受入型農園
◼Uターン・新規就農者と婚姻、就農5年目で開始

１．起業の経緯（着想過程と事業化、動機）
• 多品目の無農薬栽培。管理出荷作業が夫妻・アルバイト2名では限界。Facebookで農作業を手伝っ
てくれる人を募集

• 知り合いの農家が「援農ボランティア」をしているのは知っていたが手探りで開始。

２．商品・サービス（コンセプトやモチーフ）
• 月曜から土曜の午前10時から2時間。入れ替わりで5人程度。継続的に30名ほど。

• 作業のお礼として出荷量の余剰分や規格外農産物を提供。

• モチーフは、自給的な農業の姿と家庭菜園。学生時代に市民農園を体験。「家庭農園」は難しい。

• ｃは祖父育ててくれた野菜を食べて育ってきた。生産者と消費者は「顔の見える者同士」であるこ
とが自然な関係。

３．広告媒体・販売方法
• 一般の市民が農産物を生産する機関を提供。圃場には飲食店の料理人が足を運ぶ。圃場が情報交換
の場として機能。直接、生産の状況を伝えられる。

• 出荷は夫が個人宅や飲食店へ配達。顧客から直接意見を聞ける。

• Instagram、Facebookを活用。作業に来てくれる人を募集。LINE等で直接個人へ依頼する場合もある。
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（１）事業内容と商品のありかた

事例dさん：農産物のインターネット販売
◼県外出身者、新規就農者と婚姻、就農初年で開始

１．起業の経緯（着想過程と事業化、動機）
• 経営主が関心を持っていたインターネットでの販売を、ｄの就農を機に開始

• インターネットサイトPのコンセプト「オンラインマルシェ」。生産者と消費者をつなぐ“産地直売市”。
双方向のコミュニケーションが可能で「生産者の意欲向上につながっている」

• 「地元の人が知る美味しいものを他県の人にも知ってもらいたい」インターネットはそれが可能で魅力的

２．商品・サービス（コンセプトやモチーフ）
• サイトP上での人気商品は「ピンクレデイ」。オーストラリアのリンゴ。商標登録で生産者が少ない。

• 鮮度が重要なエダマメ、貯蔵用冷蔵庫を用いて糖度を挙げたサツマイモやクリ。夫が選定。

• 「コトと時を売る」ことを意識した「体験」の提供を実践。エダマメのもぎ取り体験。

• 「農園で過ごす時間」をコンセプトとした圃場でのヨガ体験。…欧米では果実が健康食品やスポーツドリ
ンク感覚。日本でも果実が高級品ではなく登山やドライブ、キャンプなどとより手軽に楽しんで欲しい。

３．広告媒体・販売方法
• サイトPでは情報発信などの講習会を定期的に開催。ｄは生産者ページやSNSに活用。

• Instagram、Facebookを活用。「食と自然と人を掛け合わせることを意識」して発信。圃場や山の景色と農
産物、調理方法、「農村のブランド」とあわせて「地域というブランド」も発信。

• 発送時にはおたよりを同封。手作り感のある仕様。つくり手を記憶に残す工夫。次の購入も期待。
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（２）ライフコースのようす

各事例の概要

対象者
就農以前

就農の経緯
就農以降

出身 他産業および農業のキャリア 農業における
主な役割

学習機会 起業時の
就農年数世帯 地域 非農業関連 農業生産関連

事例ａ 農家 県内

短大卒、宿泊業 幼少期に稲作、
牛飼育の手伝い

後継者と結婚・
就農［22］

一連の農作業、
直売所での接客

シードル講座、
県農業ＭＢＡ講
座、県ワイン・
ブドウ講座

25年
目

［46］

事例ｂ 農家 市内

海外留学・インター
ンシップ、宿泊業
（退職後、再就職）

祖母に代わり一
旦就農後に離農

結婚後、Uター
ン［25］
実 家 で 就 農
［26］

梱包等の軽作業、
リンゴに関する
広報・販売関連

野菜ソムリエ講
座、シードル講
座、県農業ＭＢ
Ａ講座

10年目
［37］

事例ｃ 非農家 市内

大学院卒後に学芸員、
婚礼業へ転職

院生時代に市民
農園を利用

新規参入者と
結 婚 ・ 就 農
［34］

出荷調整作業、
労働力の調整

農業女子グルー
プの勉強会

5年目
［37］

事例ｄ 非農家 関東圏

大卒後に食品関連業、
震災復興関連の法人、
食品関連業へ転職

― 新規参入者と
結 婚 ・ 就 農
［31］

出 荷 作 業 、 広
報・販売関連業
務

販売関連の研修
（県、市）

1年目
［31］

出典）各事例対象者からの聞き取りにもとづき作成（二〇二〇年時点）
注）就農経緯と起業時の就農年数の［ ］内は当時の年齢。

表３ 各事例のライフコースの概要
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（２）ライフコースのようす

就農の経緯
◼家庭環境が職業選択に影響

• 農家出身のａとｂは「地域を出たい」という思いを抱く。ａ「農家にはなり
たくない」と、サービス業として宿泊業を選択。ｂも意図的に農業とは対照
的な産業を選択。

Ｃｆ．非農家のｃとｄは食に関連する職業を選択。

◼消費者との対峙、顧客情報を取り扱う機会
• 宿泊業での接客業務、食品企業でのマーケティング業務

◼地域間の移動

• bとｃは進学と就職で関東近郊へ他出後、Uターン：地域を再評価す
るきっかけに。ｂ「戻ってはじめて地域の良さが分かった」

22



（２）ライフコースのようす

就農の経緯
◼全員が婚姻後に農業従事者となる

• ａ・ｃ・ｄは婚姻就農、ｄは県外で結婚後Ｕターンして親元就農
• ｂ・ｃ・ｄは結婚・就農とともに移動。

◼就農した理由
• ａ：リンゴの収穫は実家の稲作・牛飼いと異なり、楽しかった
• ｂ：夫から就農を希望（実際には父の勧めもあり夫は農外就農選択）
• ｃ：結婚以前から農業そのものに関心があった
• ｄ：子育てとの両立の観点から職業として継続が可能性

◼就農時点で農業とのかかわりが少なかったのはｄ
• 夫の農園へ初めて秋に訪問。リンゴ畑と山の風景に感動。ニュージーランド
を連想。クリスマスのイルミネーション、星空ツアー、バーベキューなど
様々な過ごし方を思い浮かべた経験談「非日常的な体験が農園でできる」
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（２）ライフコースのようす

就農以降・農業
◼全員が農作業を一通り経験した後、出荷や販売関連業務を担当。

• ａ：行楽シーズンは直売所での販売や、りんご狩りの受付等を担当。宿泊業での経験を
活かす

• ｄ：出産後、樹園地の管理は夫、開発、営業、広報を本人が担当。意見が対立する際に
はデータで示すなど、マーケティング業務の経験を活用。

◼ライフイベント：全員が出産を経験
• ａ以外は子育て期間であることからも生産業務にはあまり関与していない→出荷・販売

◼学習機会
• 研修へ積極的に参加：ａ・ｂ（経営継承）。起業の後押し。生産意欲の向上：ｂ
• 新規参入のｃとｄは日常生活と農業が多忙のため、困難。

◼職業選択としての農業へのポジティブな評価
• ａは自ら生産した農産物を販売できることに魅力を感じている
• ｂは経営継承への意欲。
• ｃ・ｄは、農業は自分の好きなこと、好きな仕事。満足している。
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（２）ライフコースのようす

農業と向き合うようす
◼個人事業主としての農家、経営感覚

• 販路を複数もつことがメリット：ａ、リスク分散に向けた販路開拓の重要性：ｂ
• 労働力や販売方法を含めて自分たちの経営：ｃ

◼ワークライフバランスへの認識
• 子育てをしながら働けることは魅力と感じつつも、生活時間にも労働時間が食い
込む点は負担感（ｂ・ｄ）
ｂ：インターネット販売の顧客対応は特に負担（続かない）
ｄ：夫妻二人とも農業へ従事することに限界を感じる。理想的な農村の暮らしと専業農家
のギャップ

◼農業者が抱える孤独感、閉塞感
• 仲間がいなかった（ｂ）ことを理由に、一度は離農を経験。→再度就農してから
は地域外の研修へ積極的に参加

• 夫妻で行う閉塞感（ｃ）→消費者、実需者、手伝ってくれる人とのコミュニケー
ションを重視
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（３）社会関係のようす

血縁関係者とのかかわり

対象者
血縁関係

家族構成＊ 農業従事者 居住世帯

事例ａ
本人、夫、長男、夫の父
（次男、三男）

親世代、夫妻 親世代と分離

事例ｂ 本人、夫、長男
親世代、兄弟、
（夫は農外勤務）

親世代と分離

事例ｃ 本人、夫、長女 夫妻 親世代と分離

事例ｄ 本人、夫、長男 夫妻 親世代と分離

出典）各事例対象者からの聞き取りにもとづき作成
注）＊下線は別居、（ ）は他出を指す。

◼親世代とは世帯を分離
ａとｄは夫が地元、ｂは妻が地元、ｃは妻・夫ともに地元。

◼農業の拠点と生活空間の立地
ａのみが農地に家屋が隣接。それ以外は車で「通勤」。ｃは圃場まで車で約30分

表４ 事例対象者の家族関係
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（３）社会関係のようす

地縁組織とのかかわり

対象者

集落・大字を範囲と
する組織

市町村範域以上の組織

生活改善
グループ

農協
婦人部

市町村範域
県域

全国域
広域行政区域 全県域

事例ａ
〇

（集落）
〇

（集落）

若手就農女性グ
ループ、農協フ
レッシュミズ

農 業 女 子 グ
ループ

農業法人協会、おもてな
しマイスター

―

事例ｂ ×
〇

（大字）
４Hクラブ

農 業 女 子 グ
ループ

農業青年クラブ（会長経
験）、農業法人協会（青
年理事）、野菜ソムリエ
コ ミ ュ ニ テ ィ 、
NAGANO農業女子（コ
アメンバー）

農業青年クラ
ブ （ 理 事 経
験）、
農業女子プロ
ジェクト

事例ｃ × × ―
農 業 女 子 グ
ループ

― ―

事例ｄ × × ―
農 業 女 子 グ
ループ

NAGANO農業女子
農業女子プロ
ジェクト

出典）各事例対象者からの聞き取りにもとづき作成
注）＊下線は別居、（ ）は他出を指す。

表５ 事例対象者の社会関係
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（３）社会関係のようす

地縁組織とのかかわり
➢農村女性起業では、「生活改善実行グループや農協婦人部での出会い」
（宮城1996）が起業仲間の獲得の場として機能

◼生活改善グループにはａのみ
• ａが最年少。ドライフルーツの加工、梱包、出荷。
• 当初「いつ辞めようか」→「お姉さんたちから学ぶ場」
• シードル事業には専門知識が不可欠で、事業母体にはなりえない

◼農協婦人部にはａ・ｂ
• ａの地区では世帯ごと必ず女性一人が参加（ほぼ自動的に）
• ｂは最年少。嫌ではないので参加しているが、「若い人には参加しずらい」

◼新規参入のｃとｄは参加なし（勧誘すらない）
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（３）社会関係のようす

広域的なネットワークとのかかわり

◼農業女子グループ（全員）
• 同世代・同性の農業者との交流

• 情報共有が主。

• 起業の仲間を見つける場としては機能していない

◼それ以外の県を単位とするネットワーク
• ａとｂが複数へ参加

• 意識や目標がより近い仲間との出会い、経営や地域社会に対する意識
の変化

• 起業の後押し
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（３）社会関係のようす

個人同士のつながり
◼インターネットの活用

• ＳＮＳ、通話アプリのグループトーク、販売サイトのメッセージ機能

• 地域内外の個人同士の関係を強化（同業者、醸造業関係者、飲食事業
者、サイト運営業者の代表関係など）

◼交友関係と顧客関係の両側面／リピーターの獲得と情報交換
• ａの観光農園は８割が既存顧客。受付や販売の際に消費者と会話。

• ｂは購入してくれた知人がＳＮＳへ投稿→その知人が購入してくれる
のが理想

• ｃの農園へ手伝い来るひとも継続している人が多数。理解者、協力者
を重視。

• ｄは新規顧客より理解あるリピーターを重視
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４．農村性の商品化
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（１）商品化される農村性

六次産業化における商品とサービス
◼生産関連事業のようす

• 農業経営体の経営資源の活用
• 農村女性起業のように、生活資源や生活技術はほとんど活用されず、商品化
の対象にはなっていない。
✓販売される農産物：商標の必要な販売用品種、販売用に貯蔵された農産
物

✓食品加工：馴染みのない酒類
✓宿泊：生活空間ではなく新施設を計画
✓体験：家屋離れた圃場で家庭菜園をモデルとする農園の運営、農園での
ヨガなど非日常的な体験、消費者の自宅での模擬的な農業体験

➢生活の延長には位置づいていない

◼地域の固有性は低い
• 農業経営体の経営資源・生産物 × 地域固有ではないもの を掛け合わせ
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（１）商品化される農村性

農村性が消費されるようす

◼「農村性」は商品化され、新たに構築される
①新たに持ち込まれる事業コンセプトやモチーフ
ドイツの果樹産地の食文化、イギリスのゲストハウス、家庭菜園や市民農園、
ニュージーランドの農村地帯や欧米の食文化
→地域外の文化や生活様式：既存の地域とは異なる「農村のイメージ」が生成

②商品を消費する場所＝農村空間
「牧歌的憧憬」を活用
• レジャーシーン（キャンプ、バーベキュー、登山、ドライブ）を想定した商品設計
• アクティビティやレクリエーションを行う場としての圃場

③バーチャルに新たな農村性が構築されていく
• 消費者へ直接販売：インターネットによる宣伝・広告、メッセージのやりとり、配
送、観光農園

• 画像や動画が生産地の情報を補完（イメージを拡張する手助け）
→実態としての農村社会よりも個人同士のやり取りやインターネット上に農村を象徴
するものや農村のイメージが表出 33



消
費
的
な
ま
な
ざ
し

“農村”

「農村らしさ」のある
商品やサービス

地域外

若手女性農業者による農村性の商品化

➢現在の自分の姿を客観視

地域外の消費者／かつての自分←→ファインダー越しに映る景色、植物農産物
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（２）若手女性農業者の農村へのまなざし

①職業キャリア
• 学生の頃から企業で職業キャリアを積んでいた

Cf.「農村女性起業は子育てが終わってからが一般的」（諸藤、2009）

• 宿泊業、サービス業、食に関する事業
：接客やマーケティングを通した消費者との対峙

②地域外での経験
• 地域外での経験との対比→農村地域の魅力を捉える
• 諸外国での滞在経験（ドイツ、イギリス、ニュージーランド）
• 特に、県外出身・就農年数の短い事例ｄに顕著
：圃場の様子から他国を連想→「農村のイメージ」
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（２）若手女性農業者の農村へのまなざし 続き

③インターネットツール
• 地域外の住民との情報交換

→都市部の生活と農村での自分の生活を対比

→自らを客体化

…農村は「ステージ」「非日常」

④農村社会との関係
• 重視するのは血縁・地縁＜個人同士の関係

• 地縁組織の活動がない場合や、関与するか否かを選択

• 農業女子グループは起業活動の基盤にはなりえない

36



５．おわりに
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なぜ、農村そのものではなく「農村性」か？

◼若手女性農業者の6次産業化は、理想とする「農村のイメージ」を具現化
する手段
• 事業の目的や商品コンセプトは彼女たちが理想とする農業や農村の姿
「この地域に“○○があったらいいな”“こうなって欲しい”」
✓果実酒醸造：果樹地帯の振興。果樹地帯だからこその文化。気軽におしゃれな場所へ飲みに。
✓宿泊・滞在：地域の人にももっと農業を知って欲しい。子育て中でも楽しめる場所が欲しい。
地域の良さに誇りを持ちたい。

✓市民の受入：つくるひとと食べるひとの距離を縮めたい。自分でつくるよろこびを感じてほ
しい。

✓ネット販売：もっと気軽に果樹を楽しんで欲しい。地域のことを知って欲しい。地域に住む
人が増えてほしい。

◆農業や地域の将来像を描くからこその6次産業化
• 自らの視点からみた農業・農村の可能性／抱えている課題に対する解消策

⇔地域のひととつながっていないもどかしさ、つながっていても価値観の違い
→地域外へのネットワークの進展と強化
→共感を得られる人が求める農業や農村の姿に近似
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六次産業化を通じた農村性の消費が意味すること

◼消費者が「農村」へ求めるものを的確にとらえ、商品化する能力は職
業キャリアを通じ形成されている
：農村地域内部への企業的な消費志向

◼実態としての農村地域の固有性より「イメージとしての農村」が重視
される
：地域色に富む長野県でさえ、食文化や生活技術は活用されにくい

→触れる機会、地域社会との接点が少なく、関係も希薄

→地域の固有性、独自性が商品化シーズとしてみなされない・活用されない

◼新たな文化を持ち込もうとしているが、現時点ではマイノリティ
→現状としては疎らな状態で進展：変化が生じにくい

→農業・農村の中核を担うようになったとき、地域外と複数のパイプを有する彼
女たちの世代は農村に大きな影響をもたらすことが想定される 39



付記

本報告は、「六次産業化にみる農村性の構築―長野県におけ
る若手就農女性の事例から―」藤井和佐編著『日本農村社会の
行方 ＜都市－農村＞を問い直す』農山漁村文化協会、2021年
の内容をもとに編集したものである。

JSPS科研費18H0346510（「女性農林漁業者の社会参画をめぐ
る地域の「壁」に関する経験的研究」研究代表 藤井和佐）に
おける共同調査研究と、JSPS科研費20K15616（「“農村性”は
どのようにデザインされるのか？若手農業者による六次産業化
の事例から」研究代表 小林みずき）の成果に基づく。
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